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こ
の
度
、
藤
元
節
前
理
事
長
の
後

を
引
き
継
ぎ
、
東
京
ヘ
レ
ン･

ケ

ラ
ー
協
会
の
理
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
毎
日
新
聞
東
京
社
会
事

業
団
の
常
務
理
事
に
な
っ
た
の
が

縁
で
、
当
協
会
の
評
議
員
、
理
事
と

10
年
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
は
カ
メ
ラ
を
担
い

で
事
件
現
場
を
駆
け
ず
り
回
る
だ

け
の
福
祉
と
は
全
く
無
縁
の
世
界

で
、
人
生
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
協
会
理
事
長
就
任
は
、
ま

さ
に
仰
天
人
事
で
あ
り
ま
す
。
私
に

学
院
、
点
字
図
書
館
、
点
字
出
版
所

と
い
う
社
会
福
祉
の
実
践
現
場
を

抱
え
る
協
会
の
舵
取
り
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
、
戸
惑
い

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
近
年
、
社
会
福
祉
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
当
協
会
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
院
の
入
学
者
数
の
低
迷
、

点
字
出
版
所
の
メ
ー
ン
で
あ
る
点

字
印
刷
収
入
の
低
落
な
ど
の
問
題

は
、
当
事
者
だ
け
で
は
容
易
に
解
決

で
き
な
い
構
造
的
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
負
け
る

訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
主
と
し
て
中

途
視
覚
障
害
者
の
自
立
支
援
施
設

と
し
て
、
多
く
の
視
覚
障
害
者
か
ら

熱
い
期
待
を
受
け
、
実
績
を
持
つ
東

京
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
の
使
命
を

終
わ
ら
せ
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

学
院
の
特
色
あ
る
教
育
体
制
「
確
実

に
資
格
を
取
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、

本
当
に
自
立
で
き
る
技
術
を
磨
く

場
へ
」
へ
の
改
革
や
点
字
出
版
所
に

象
徴
さ
れ
る
「
独
自
路
線
」
か
ら
「
協

調
路
線
」
へ
の
変
更
は
、
前
理
事
長

の
「
協
会
の
使
命
を
終
わ
ら
せ
て
な

る
も
の
か
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て

の
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
国
政

選
挙
公
報
点
字
版
製
作
で
の
点
字

出
版
所
の
活
躍
、
36
年
ぶ
り
と
な
る

新
点
字
印
刷
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
点
字
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
誌
面
刷

新
な
ど
、
改
革
が
徐
々
に
形
に
な
っ

て
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
前
理
事
長

が
職
員
と
と
も
に
進
め
て
き
た
、
こ

の
改
革
の
芽
を
大
切
に
育
て
、
実
り

あ
る
も
の
に
す
る
の
が
、
私
の
任
務

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
内
外
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
な
に
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
改
革
の
芽
を
育
て
よ
う 

 
 

 
 

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

三
浦 

拓
也 

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
は
４

月
７
日
、
同
学
院
講
堂
で
平
成

22

年
度
入
学
式
及
び
始
業
式

を
行
っ
た
。
今
年
度
の
入
学
者

は
５
年
課
程
10
人
。 

新
入
生
を
代
表
し
て
杉
原
史

規
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
伝
統
あ

る
学
院
で
新
し
い
挑
戦
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
社
会
人
と
し
て
自
立
す
べ

く
技
能
の
習
得
に
励
み
、
充
実

し
た
学
院
生
活
を
送
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

読
み
上
げ
た
。 

藤
元
節
学
院
長
は
「
晴
眼
者

と
同
じ
土
俵
で
勝
負
す
る
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
る
だ
ろ

う
が
、
自
立
の
た
め
に
大
い
に

技
能
と
知
識
を
磨
い
て
ほ
し

い
」
と
新
入
生
と
在
校
生
を
激

励
し
た
。 

 

入学式 

５年課程 

希望あふれ 

１０人が誓う 

東
京
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
は
６

月
12
日
に
開
催
し
た
平
成
22
年
度

第
２
回
理
事
会
・
評
議
員
会
で
、
５
年

間
在
任
し
て
い
た
藤
元
節
理
事
長
の

退
任
と
三
浦
拓
也
理
事
の
新
理
事
長

就
任
を
承
認
し
た
。
ま
た
退
任
を
申

し
出
て
い
た
町
田
英
一
評
議
員
に
代

わ
り
、
宮
川
宗
雄
氏
（
元
社
会
福
祉
法

人
響
会
理
事
長
）
が
新
し
く
評
議
員

と
な
っ
た
。 

三
浦
氏
は
現
在
、
毎
日
新
聞
東
京

社
会
事
業
団
常
務
理
事
の
職
に
あ

り
、
同
事
業
団
の
懸
案
業
務
に
め
ど

が
つ
く
８
月
末
ま
で
は
非
常
勤
、
９

月
か
ら
常
勤
と
な
る
予
定
。
ま
た
藤

元
氏
の
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
長
職

は
２
学
期
が
終
了
す
る
12
月
ま
で

引
き
続
き
勤
務
し
、
そ
の
後
、
三
浦
氏

に
引
き
継
ぐ
。 

学
院
長
職
は
当
面
継
続 

 
 
 

 
 
 

藤
元
前
理
事
長 
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平成21年度事業報告 

 

 
平成22年度事業計画 

〔ガイドヘルパー養成研修事業〕６年目を迎え、

予定した４、６、10、２各月の４回（各土・日の

４日間）のほか11月に１回、研修を追加した。自

治体からの受講生委託の増員に加えて個人の応募

も増え、応募者があふれる状況に対応したもので

ある。本年度は134人（通算20回で合計500人）が

ガイドヘルパーの資格を得た。 

 

〔ヘレン・ケラー学院〕新入生は５年課程６人、

３年課程５人で、学生総数は38人。うち４人が就

職、病気などで退学した。22年２月の第18回国家

試験では現役５人があん摩マッサージ指圧師に挑

戦して１人が失敗し、３年連続の全員合格は果た

せなかった。はり師、きゅう師も４人のうち１人

が涙をのんだ。それでも３年間の現役平均合格率

は、あマ指師96.4％、は師、き師各85.0％と全国

的に上位を占めた。ソシエテ ジェネラルの協会

への協力２年目は、懸案だった臨床実習室のベッ

ドを仕切るカーテン設置をはじめデイジー録音再

生機購入などで教育環境の整備が一気に進んだ。

さらに奨学金基金によって、私費生１人の授業料

全額免除が実現した。 
 

〔点字図書館〕東京都補助金は前年度を下回った

が、積極的な寄付・賛助金の呼びかけで、健全運

営ができた。全国視覚障害者情報提供施設協会

（全視情協）が進めている新たな総合情報ネット

ワークの構築に当たって、積極的に職員を派遣

し、プロジェクトの中心的役割を果たした。故障

しがちだった視覚障害職員の点字プリンターを立

川基金及びソシエテ ジェネラルの助成を得て更

新した。前年、主管を盲人用具センターに移し、

運営のノウハウとアイデアを図書館が担当したサ

ポートグッズフェアは、10月４日に開催し、協会

一体のイベントに成長した手応えを感じさせた。

今回のフェアでは地上デジタル放送への切り替え

時期が迫っているため、総務省認定地デジ支援説

明員である当協会職員が視覚障害者向けに分かり

やすく解説する説明会を企画した。 

  
〔点字出版所〕点字出版所経営改善中期計画の

終年にあたり、総務課・業務課・経理課を「総務

課」に統合すると共に、大幅な人事異動を実施

し、より実務的な体制の構築・再編を行った。人

件費については、自然減等による人員削減を進め

る一方で、雇用確保の観点から、定期昇給を凍結

すると共に、賞与を大幅に圧縮して経営改善につ

とめた。事業実施に当たり、積極的に他施設等と

の連携・協調を進め、成果をあげた。 

 選挙関係では、東京都議選のお知らせの点字版

に加え、初めてテープ版を受託・発行。日盲委視

覚障害者選挙情報支援プロジェクトの主要メン

バーとして、積極的に関わり、衆院選のお知らせ

（点字版・テープ版）を共同で製作・発行した。

官庁からは文部科学省の「家庭教育手帳」を受

託・発行した。設備整備では、（財）ＪＫＡの補

助金を得て、ドイツ製自動製版機、チェコ製平板

点字印刷機を輸入、36年ぶりの新点字印刷システ

ム導入を果たして、読みやすい点字の大量生産体

制を確立した。 

協会発足60周年に当たり、「ヘレン・ケラー協会

創立60周年事業委員会」（略称・事業委員会）を置

く。メーンの「創立60周年・音コン60回記念チャリ

ティー・コンサート」を毎日新聞社後援により、平

成23年１月23日に第一生命ホールで開催する。11

月20日開催予定のヘレン・ケラー記念音楽コン

クールを、60回にふさわしいものにする。 

ヘレン・ケラー学院は、平成24年度を 終年度と

する学院再生５年計画３年目に当たり、23年度の

目標学生数を45人、24年度を44人に修正する。計画

達成には、東京都の委託生枠維持が至上命題であ

り、きめ細かな募集活動に全力をあげる。委託生枠

満杯の埼玉県には増枠を働きかける。東京唯一の

存在である５年課程を中心とする新カリキュラム

の23年度実施に向け、作業を急ぐ。３師とも国家試

験に現役全員が合格できるよう、指導を強化する。 

 点字図書館は、デイジー図書利用者の要望に迅

速に応えられるよう、必要な機器類購入につとめ

る。全視情協が運営する「視覚障害者情報総合ネッ

トワーク」（通称・サピエ）が４月から稼働するに

当たり、「サピエ」の持つ機能のひとつ「図書製作

支援システム」の運用をパイロット館として開始

する。また、好評のサポートグッズフェアを盲人用

具センター、ヘレン・ケラー学院と共催する。 

 点字出版所再生に業績向上を追求する一方で、

人員の法人内における配置転換等によって、人件

費抑制を図る。『点字ジャーナル』を新点字印刷シ

ステムでの印刷に切り替え、大幅に省力化・コンパ

クト化するとともに、点字もさらに読みやすくす

る。また、これを機に広告・宣伝に力を入れ、読者

の開拓を行う。同誌の点字データ版も発行を検討

する。 
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法人名　社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会

法　人　貸　借　対　照　表
平成２２年　３月３１日現在

（単位：円）

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

当年度末 前年度末 増 減 当年度末 前年度末 増 減

（ 99,351,907 ）（ 66,474,415 ）（ 32,877,492 ） （ 21,200,637 ）（ 12,228,909 ）（ 8,971,728 ）

現 金 預 金 58,213,548 36,963,228 21,250,320 短期運営資金借入金 0 

有 価 証 券 0 未 払 金 6,493,506 5,056,626 1,436,880 

未 収 金 29,974,246 16,996,850 12,977,396 預 り 金 897,371 962,983 △65,612 

貯 蔵 品 10,150,781 11,078,668 △927,887 前 受 金 11,783,060 3,146,100 8,636,960 

立 替 金 0 仮 受 金 0 

前 払 金 773,186 1,193,535 △420,349 賞 与 引 当 金 2,026,700 3,063,200 △1,036,500 

短 期 貸 付 金 0 そ の 他 の 流 動 負 債 0 

仮 払 金 0 

そ の 他 の 流 動 資 産 240,146 242,134 △1,988 

（ 653,517,148 ）（ 645,567,829 ）（ 7,949,319 ） （ 72,456,420 ）（ 70,622,000 ）（ 1,834,420 ）

（ 164,364,500 ）（ 166,384,308 ）（ △2,019,808 ） 設 備 資 金 借 入 金 0 

建 物 24,607,024 26,626,832 △2,019,808 長期運営資金借入金 0 

土 地 99,757,476 99,757,476 0 退 職 給 与 引 当 金 72,456,420 70,622,000 1,834,420 

基本 財産 特定 預 金 40,000,000 40,000,000 0 

（ 489,152,648 ）（ 479,183,521 ）（ 9,969,127 ） 93,657,057 82,850,909 10,806,148 

建 物 186,073 2 186,071 

構 築 物 189,089 215,887 △26,798 （ 17,849,770 ）（ 17,849,770 ）（ 0 ）

機 械 及 び 装 置 61,431,376 10,273,730 51,157,646 （ 38,526,342 ）（ 22,472,138 ）（ 16,054,204 ）

車 輌 運 搬 具 0 （ 346,476,793 ）（ 388,032,000 ）（ △41,555,207 ）

器 具 及 び 備 品 7,936,455 9,563,460 △1,627,005 人 件 費 積 立 金 30,000,000 30,000,000 0 

土 地 0 施 設 整 備 等 積 立 金 71,406,793 111,300,000 △39,893,207 

建 設 仮 勘 定 0 そ の 他 の 積 立 金 245,070,000 246,732,000 △1,662,000 

権 利 0 

投 資 有 価 証 券 0 （ 256,359,093 ）（ 200,837,427 ）（ 55,521,666 ）

長 期 貸 付 金 0 次期繰越活動収支差額 256,359,093 200,837,427 55,521,666 

公 益 事 業 会 計 元 入 金 0 （うち当期活動収支差額）（ 13,966,459 ）（ △21,659,459 ）（ 35,625,918 ）

収 益 事 業 会 計 元 入 金 0 

措 置 施 設 繰 越 特 定 預 金 1,000,000 1,000,000 0 

その 他の 積立 預 金 417,933,213 457,654,000 △39,720,787 

その 他の 固定 資 産 476,442 476,442 0 659,211,998 629,191,335 30,020,663 

752,869,055 712,042,244 40,826,811 752,869,055 712,042,244 40,826,811 

脚注 当 年 度 末 前 年 度 末

１減価償却費の累計額 円 380,934,082 円

２徴収不能引当金の額 円 0 円7,240 

勘 定 科 目

純 資 産 の 部

基 本 金

299,289,178 

国庫補助金等特別積立金

そ の 他 の 積 立 金

勘 定 科 目

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

固 定 資 産

基 本 財 産

そ の 他 の 固 定 資 産

次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額
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法 　人 　名：社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

本 年 度 決 算 前 年 度 決 算 増　　減

37,237,160 37,302,550 △ 65,390

32,863,200 32,773,200 90,000

210,531,784 167,658,558 42,873,226

10,330,400 11,028,500 △ 698,100

12,073,175 18,413,245 △ 6,340,070

6,540,057 6,962,821 △ 422,764

5,312,200 9,756,000 △ 4,443,800

4,345,789 4,877,341 △ 531,552

事業活動収入計(1) 319,233,765 288,772,215 30,461,550

214,659,859 227,832,728 △ 13,172,869

26,622,545 20,185,876 6,436,669

51,120,419 47,949,817 3,170,602

8,603,753 9,571,068 △ 967,315

251,805 0 251,805

6,117,360 7,522,200 △ 1,404,840

事業活動支出計(2) 307,375,741 313,061,689 △ 5,685,948

11,858,024 △ 24,289,474 36,147,498

2,108,449 2,628,585 △ 520,136

2,108,435 768,741 1,339,694

0 42,000 △ 42,000

事業活動外収入計(4) 4,216,884 3,439,326 777,558

2,108,435 768,741 1,339,694

0 42,000 △ 42,000

0 △ 1,432 1,432

事業活動外支出計(5) 2,108,435 809,309 1,299,126

2,108,449 2,630,017 △ 521,568

13,966,473 △ 21,659,457 35,625,930

20,400,000 1,491,000 18,909,000

0 0 0

0 0 0

7 0 7

特別収入計(8) 20,400,007 1,491,000 18,909,007

0 0 0

21 2 19

20,400,000 1,491,000 18,909,000

特別支出計(9) 20,400,021 1,491,002 18,909,019

△ 14 △ 2 △ 12

13,966,459 △ 21,659,459 35,625,918

200,837,427 188,984,886 11,852,541

214,803,886 167,325,427 47,478,459

0 0 0

0 0 0

42,455,207 35,312,000 7,143,207

900,000 1,800,000 △ 900,000

256,359,093 200,837,427 55,521,666

受 取 利 息 配 当 金 収 入
収
　
　
入

勘　定　科　目

収
　
　
入

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

事　業　活　動　収　支　計　算　書
（自）平成２１年４月１日（至）平成２２年３月３１日

減 価 償 却 費

引 当 金 繰 入

引 当 金 戻 入

措 置 費 収 入

授 業 料 収 入事

業

活

動

収

支

の

部

徴 収 不 能 額

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

前期繰越活動収支差額(12)

当期末繰越活動収支差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

基本金組入額(15)

その他の積立金取崩額(16)

次期繰越活動収支差額(18)=(13)+(14)-(15)+(16)-(17)

その他の積立金積立額(17)

事業活動外収支差額(6)＝(4)-(5)

事 業 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

支
　
　
出

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

資 産 評 価 損

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

支

出

当期活動収支差額（11）＝（７）＋（10）

固 定 資 産 売 却 損 ・ 処 分 損

人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

事業活動収支差額(3)＝(1)-(2)

事

業

活

動

外

収

支

の

部

特別収支差額(10)＝(8)-(9)

基 本 金 組 入 額

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出

経常収支差額(7)＝(3)+(6)

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入特

別

収

支

の

部

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 積 立 額

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

支
　
出

収
　
入

固 定 資 産 売 却 益
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法   人   名：社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

37,237,000 37,237,160 △ 160

32,863,000 32,863,200 △ 200

208,500,000 210,531,784 △ 2,031,784

10,330,000 10,330,400 △ 400

11,930,000 12,073,175 △ 143,175

6,387,000 6,540,057 △ 153,057

2,109,000 2,108,449 551

2,158,000 2,108,435 49,565

0 0 0

経常収入計(1) 311,514,000 313,792,660 △ 2,278,660

215,044,000 214,659,859 384,141

27,069,000 26,622,545 446,455

53,165,000 51,120,419 2,044,581

2,158,000 2,108,435 49,565

0 0 0

経常支出計(2) 297,436,000 294,511,258 2,924,742

経常活動資金収支差額(3)＝(1)-(2) 14,078,000 19,281,402 △ 5,203,402

20,400,000 20,400,000 0

0 0 0

0 0 0

施設整備等収入計(4) 20,400,000 20,400,000 0

56,274,000 56,273,880 120

施設整備等支出計(5) 56,274,000 56,273,880 120

施設整備等資金収支差額(6)＝(4)-(5) △ 35,874,000 △ 35,873,880 △ 120

0 0 0

42,455,000 42,455,207 △ 207

0 0 0

財務収入計(7) 42,455,000 42,455,207 △ 207

0 0 0

2,734,000 2,734,420 △ 420

0 251,805 △ 251,805

財務支出計(8) 2,734,000 2,986,225 △ 252,225

財務活動資金収支差額(9)＝(7)-(8) 39,721,000 39,468,982 252,018

358,000 0 358,000

17,567,000 22,876,504 △ 5,309,504

前期末支払資金残高(1２) 57,308,706 57,308,706 0

当期末支払資金残高(1１)+(1２) 74,875,706 80,185,210 △ 5,309,504

固 定 資 産 売 却 収 入

固 定 資 産 取 得 支 出

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

資　金　収　支　計　算　書

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

勘　定　科　目

（自）平成２１年４月１日（至）平成２２年３月３１日

支

出

支
出

措 置 費 収 入

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

予備費(10)

収

入

事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入

授 業 料 収 入

人 件 費 支 出

流動資産評価減等による資金減少額等

当期資金収支差額合計(1１)＝(3)+(6)+(9)-(10)

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

借 入 金 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

借 入 金 元 金 償 還 金 支 出

積 立 預 金 積 立 支 出

そ の 他 の 収 入
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 今年はヘレン・ケラー女史生誕130年、協会創立

60周年、『点字ジャーナル』創刊40周年の記念すべ

き年。そこで協会は、この節目に（財）ＪＫＡの助

成を受けて、新点字印刷システムを導入した。 

 本システムは、平板点字印刷機ＧＰＢ３・２台＝

写真上＝と、ドイツのブリスタ・ブレイルテック社

製自動製版機ＰＵＭＡ Ⅶ・１台＝写真下＝および

周辺機器によって構成される。すべて受注生産で、

製版機はドイツで、印刷機はチェコのグラフォス

トロイで製造され、産業機械の専門商社（株）兼松

ＫＧＫを通じて輸入した。 

 協会は、これらの出荷前試験に立ち会うため、点

字出版所の職員３人を、昨年11月29日～12月６日

の日程で、ドイツとチェコに派遣。これらの機器を

船積みした貨物船は、12月29日にドイツ・ハンブル

ク港を出航し、１月31日に東京港に着船した。 

 これと並行して、協会新館１階に据え付け後36

年間稼働した固型式点字印刷機２号機を撤去・廃

棄して、新しい印刷機の据え付けのために印刷室

を補強・整備し、本年２月11日に同印刷室に平板点

字印刷機２台を据え付け、毎日新聞社早稲田別館

３階の点字製版室に自動製版機１台を設置した。

その上で、２月13日～２月21日の日程で、ドイツか

ら２人、チェコから１人の技術者を招き、新点字印

刷システムの 終調整と、印刷課職員に対する運

転・整備等の技術移転を行った。 

 『点字ジャー

ナル』は、この

新点字印刷シ

ステム導入に

伴い、2010年５

月号（４月25日

発行）から、固

型式点字印刷

から、Ａ４判エ

ンボス式点字印刷に変更して発行。読者からは「高

からず、低からず、とても読みやすい点字である」

と大好評を博している。 

 新点字印刷システムの仕様などを網羅した『点

字ジャーナル（号外）』を、下記ホームページ上で

公開している。 

<http://www.thka.jp/shupan/

journal_back.html> 

新点字印刷システムを導入 

「読みやすい点字」と大好評 

 補助事業完了報告  財団法人ＪＫＡ補助事業完了のお知らせ 

  

 このたび社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会は、財団法人ＪＫＡ（旧・日本自転車振興会）より、

競輪公益資金による平成21年度補助金を受けて、下記の事業を完了いたしました。 

 ここにご報告申し上げるとともに、謹んで感謝の意を表します。  

 

記 

１．事業名：「平成21年度機器の整備」  

２．事業の内容：平板点字印刷機ＧＰＢ３・２台、自動製版機ＰＵＭＡⅦ・１台  

３．補助金額：2,000万円  

４．実施場所：平板点字印刷機ＧＰＢ３・２台の設置場所は、東京都新宿区大久保３－14－20東京ヘレ

ン・ケラー協会新館１階点字出版所点字印刷室。自動製版機ＰＵＭＡⅦ・１台の設置場所は、東京

都新宿区大久保３－14－４毎日新聞社早稲田別館３階東京ヘレン・ケラー協会点字出版所点字製

版室  

５．完了年月日：平成22年２月19日  

 

社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会 理事長 藤元節 
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◆賛助会員◆(敬称略） 
【本部扱い】 

北村徹雄、志賀信明 

【ヘレン・ケラー学院扱い】 

愛宕洋志、愛宕通正、安斎東樹、飯

田君子、池田富夫、伊東久雄、岩原

克巳、牛窪多喜男、植田員弘、海老

原隆、大西榮一、金子宏、帰山良子、

黒沢絵美、小谷政夫、小林豊美、小

渡久美子、相良政孝、佐川日出機、

菅聆子、田中英子、鎧啓子、篠田佐

知子、篠塚四郎、下坂清子、鈴木八

重子、高山米子、田宮はる子、根本

陸朗、野口孝明、橋本三郎、長谷川

清、早見尚三、東島桂、矢作俊一、

山口智永子 

【点字図書館扱い】 

青木素子、秋山由美子、青木弘、天

野ヒサコ、飯田新平、市角誠、猪股

栄二、石原直美、磯崎治子、伊藤正

光、岩品安柳、浦田実、榎本サダ子、

江良昭雄、奧村由美、大岩妙子、小

澤洋平、落合和夫、貢利一、菊地寛

子、経塚良未、金倫子、小池輝勇、

古池竹之、小山幸佑、斉藤紀年夫、

桜井芳夫、佐々木晴恵、清水奈美

江、志村冨雄、鈴木孝一、鈴木康子、

田中雄二、田中秀臣、田代芙美、谷

口旭、谷合淑二朗、寺崎哲治、戸沼

京子、戸村善多、土居義則、畑千尋、

橋本三郎、原田秀夫、東山寛、広田

碩祐、平林寿美子、福田恒男、福田

拓馬・夏子、藤根輝男、藤森智恵子、

福島ふさ子、古川雄、前田律子、宮

本牧子、山口義雄、山田安男、山内

経、山谷靖彦、安井稔、油布勝美、

横山実、渡辺亨、木村眼科クリニッ

ク 

◆一般寄付◆（敬称略） 
【本部扱い】 

伊藤隆一、稲山輝機、岡田伸大、加

藤直之、河田幸広、金子恵美、勝部

令子、小清水ゆき子、宍戸昌夫、鈴

田敦之、須藤美津子、坪井進、根本

博行、馬場のぶ子、堀田雅美、二見

文江子、三浦拓也、三浦真人、水野

文夫、村田信男、山田あき子、山内

冨士、 (株)コンサートオフィスア

ルテ、ソシエテジェネラル証券会

社東京支店、ホシノ医療器（株）、

毎日新聞東京社会事業団、毎日新

聞社点字毎日編集部、同事業本部 

【ヘレン・ケラー学院扱い】 

熱海彌生、アトリエＡＭ斉藤紀代、

阿部恵一、新井定一、石川晶夫、石

田元治、伊藤勇、稲見常夫･久美子、

稲付修身、今井昇司、内納紘彦、生

沼馨、大澤孝一、大島千恵子、大高

修･キミ、大津宗保、小幡亮、神田

敏男、上林政吉、楠啓一、黒岩康孝、

ケイ・クリニック滝沢光、後藤充

子、駒沢金平、桜井千鶴子、七戸圭

昭、篠文枝、杉田安男、武田芳廣、

玉住博、塚村文昭、直井照久、中島

憲一、橋本光子、平原皓一郎、福井

愛子、福島義範、星野博子、町田克

夫、松田恭男、水越直美、村田光三、

森脇キヨ、矢藤健、山崎登志夫、横

田尚、吉岡諄、吉野潔、渡部タイ、

オ－ストラルジャパンキフネ

（株）、ソシエテジェネラル証券会

社東京支店、長野製作所木下有津

佐 

【点字図書館扱い】 

秋葉文次、浅沼英範、芦澤貢、石川

晶夫、伊関喬子、伊勢沢信吉、磯辺

恵子、入ゆみこ、入澤肇、岩城利一、

岩島紀容、宇野昭三、海野真子、江

良昭雄、太田勇、大黒政男、大宇根

成子、小澤淑子、大石文雄、小俣重

秋、岡田伸大、加藤淳子、金子譲、

上市園尚子、神原宏臣、神谷純寛、

河村芳輝、加賀美一郎、辛島寛、神

原宏臣、岸本茂、木原正、木村淑子、

菊池久恵、草薙志章、黒坂精一、剣

持さとる、小林節子、斉藤由紀子、

酒井町子、佐子田信夫、佐々木宗

雅、佐藤悦子、佐藤まどか、白川恵

美子、下江美輝、新葉雅一、鈴木直

樹、関喜之助、高橋敏朗、髙井隆、

田島静枝、田中千代、田中俊充、谷

本修一、田村徳章、田村みどり、田

村和子、玉住博、土屋圭子、豊田恭

一、南雲貞雄、中下三郎、仲村陽一、

梨本純子、梨本正春、新山忠義、二

宮和美、沼田美智子、野谷幸夫、野

村純子、馬場のぶ子、馳尾美紗子、

長谷川玲子、平野邦雄、藤ケ崎宏、

藤田ひろ子、藤本登美子、福島久仁

子、部田ヨシ子、細谷由紀子、堀崎

忠彦、本間栄一、松田千富美、松田

邦子、増田美代志、丸山なぎさ、松

浦節子、三田進、三好一義、三宅良

子、宮本美明、溝口和子、山本収太

朗、湧田照恵、渡瀬伸、渡辺武松、

㈱日東、(株)ファシリティ、 (株)

コンサートオフィスアルテ、ソシ

エテジェネラル証券会社東京支

店、東京共同募金会、毎日新聞東京

社会事業団 

【点字出版所扱い】 

白川恵美子、杉田安男、戸村善多、

中瀬栄之助、エムコマース(株) 

【海外盲人交流事業事務局扱い】 

カマル・ラミチャネ、ラマ・チャン

ドラ、青木貞子、青木正樹、秋山恭

子、有本圭希、有本成子、安藤生、

池田富夫、石井芳重、石田隆雄、石

谷喜代、板倉昭義、一幡良利、市原

政春、伊藤啓子、今泉新治、岩屋芳

夫、植竹清孝、上野伊津子、ウシフ

サヒサコ、馬野将幸、遠藤亀松、遠

藤利三、大島秀夫、大谷善次、大西

明絵、大橋東洋彦、大久栄悦、岡本

好司、小野塚耕吉、貝元利江、勝山

良三、加藤万利子、金沢茂雄、金田

敏子、苅安達男、川尻哲夫、菊井維

正、木村ちづ子、黒見恵美子、権並

法子、小出隆家、肥塚隆、肥塚美和

子、古賀副武、小島亮、後藤良一、

小長谷正夫、小森愛子、近藤光枝、

斎藤惇生、坂入操、坂口廣光、佐古

井貞行、指田忠司、佐橋忠明、柴田

光俊、シャンバロー芸能事務所・白

井雅人、菅原温子、杉沢宏、鈴木俊

勝、スズキリフレッシュルーム・鈴

木雅夫、鈴木洋子、染矢朝子、高橋

恵子、田中さ加恵、田中正和、田伏

淳一郎、照井タカ子、当津順子、当

山啓、鳥羽田節、富岡定夫・智子、

中尾照美、中嶋千代志、中村保信、

成澤千賀子、西本行男、野津虎雄、

橋本時代、橋本幸信、長谷川一郎、

林春枝、林紘子、原田美男、比留間

玲子、藤井悦子、藤芳衛、二見文江

子、本間昭雄、増野幸子、松浦健三、

松村太郎、松本滋、真鍋静子、三原

富美子、三宅正太郎、宮下浩子、森

山朝正、山口節子、山辻英也、横大

路俊久、吉田重子、米田昌徳、渡辺

尚道、ＮＴＴ東京福祉文化事業団

ゆいの会・中谷孝子、養護盲老人

ホームひとみ園・茂木幹央、満福

寺、岐阜県立岐阜盲学校、小林動物

病院、（株）高垣商店、ヒーリング

ファミリー財団、(有)大本印刷、

(有)信和ハウス、毎日新聞東京社

会事業団 

皆様ありがとう 

ございました 
平成21年度 

東京ヘレン・ケラー協会 

賛助会員及び 

一般寄付者名簿 
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東京ヘレン・ケラー協会 
〒169-0072 

 東京都新宿区大久保３－１４－２０ 

本部、ヘレン・ケラー学院 
電話 ０３（３２００）０５２５ 

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８ 

点字図書館 
電話 ０３（３２００）０９８７ 

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２ 

点字出版所、盲人用具センター、 

海外盲人交流事業事務局 
 東京都新宿区大久保３－１４－４ 

電話 ０３（３２００）１３１０ 

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２ 

  

ホームページもご覧ください。 
   http://www.thka.jp/ 

 

協
会
は
５
月
26

日
の
理

事
会
に
「年
休
積
立
保
存

制
度
に
関
す
る
規
程
」の
制

定
を
諮
っ
た
結
果
、
３
月
31

日
に
遡
っ
て
実
施
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。 

 

職
員
の
年
休
は
２
年
間
最

大
40
日
分
を
保
有
す
る
こ

と
が
出
来
る
が
、
２
年
を
過

ぎ
る
と
失
効
す
る
こ
と
が

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
職
員
の
中
に
は
年

休
を
消
化
し
な
い
ま
ま
時

効
と
な
っ
て
失
う
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
こ
の
失
効
す
る
年
休

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

今
回
、
制
度
を
設
け
る
こ
と

に
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 

年
休
積
立
保
存
制
度
の

概
要
は
①
保
存
日
数
は
失

効
す
る
残
余
日
数
②
最
大

保
存
日
数
は
90
日
③
利
用

は
、
私
傷
病
に
よ
り
連
続
７

日
以
上
の
休
業
及
び
育
児

休
業
規
定
・介
護
休
業
規

定
に
基
づ
く
休
業
が
認
め

ら
れ
た
場
合
―
と
し
て
お

り
、
こ
の
制
度
の
適
用
を
受

け
る
と
有
給
休
暇
と
し
て

認
め
ら
れ
る
。 

年
休
積
立 

保
存
制
度 

遡
っ
て
制
定 

 

「
後
は
頼
む
」
と
前
任
の

堀
込
藤
一
さ
ん
か
ら
理
事

長
指
名
を
受
け
て
５
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
ご

支
援
に
ひ
た
す
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
就
任
直

後
、
私
の
使
命
は
、
協
会
前

進
の
道
筋
を
付
け
て
後
継

者
に
託
す
こ
と
だ
と
、
協
会

報
に
書
き
ま
し
た
。
２
期
目

に｢

孤
高｣

を
捨
て
、
「
協
調

と
挑
戦
」
路
線
に
変
え
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

協
会
の
財
政
は
依
然
、
厳

し
い
。
し
か
し
、
実
績
は
？ 

 

と
聞
か
れ
れ
ば
、
福
山
博
所

長
陣
頭
指
揮
の
点
字
出
版

所
が
視
覚
障
害
者
選
挙
情

報
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

牽
引
車
と
し
て
、
ま
た
協
会

常
務
理
事
の
石
原
尚
樹
館

長
が
リ
ー
ド
す
る
点
字
図

書
館
が
全
視
情
協
「
視
覚
障

害
者
情
報
総
合
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
（
サ
ピ
エ
）
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
館
と
し
て
、
高
い

評
価
を
受
け
る
に
至
っ
て

い
ま
す
。
施
設
長
の
的
確
な

指
針
の
も
と
に
、
使
命
感
に

燃
え
る
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ

が
努
力
し
た
結
果
で
す
。 

法
人
の
新
規
事
業
と
し

て
始
め
た
視
覚
障
害
者
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

は
担
当
職
員
の
優
れ
た
構

成
力
と
粘
り
が
実
っ
て
、
ほ

ぼ
毎
回
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

が
出
る
ま
で
に
育
ち
ま
し

た
。
国
家
試
験
合
格
率
は
一

定
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た

も
の
の
、
唯
一
、
確
固
た
る

展
望
が
開
け
て
い
な
い
の

は
、
私
が
学
院
長
を
兼
務
し

た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
で

す
。
学
院
長
と
し
て
、
し
ば

ら
く
残
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
て
き
て
、

社
会
福
祉
学
の
権
威
、
一
番

ケ
瀬
康
子
先
生
の
「
居
る
だ

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

新
理
事
長
の
三
浦
拓
也

さ
ん
は
並
外
れ
た
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
の
持
ち
主
で
、
難

局
打
開
に
は
打
っ
て
付
け

の
人
材
で
す
。
役
職
員
、
そ

し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様

の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。 

 

 

ひ
た
す
ら
感
謝
の
５
年
間 

 藤元 節 

新
理
事
長
の
下
、
難
局
打
開
を 

平成21年度ヘレン・ケラー

学院卒業式・修了式は３月15

日、同学院講堂で行われた。21

年度卒業生は３年課程の２人

と５年課程の２人。これに５年

課程あん摩マッサージ指圧科

修了生４人が加わり、計８人に

藤元節学院長から卒業証書、修

了証書が授与された。１年間を

通じての学業成績優秀者に贈

られる優等賞は７人が受賞し

た。 

藤元学院長は式辞で「東洋

医学に基づくプロの医療人と

して評価される存在になって

ほしい」と激励。卒業生代表は

「不安の中で入学したが、先生

方の熱心な指導で充実した学

院生活を送ることができた。ま

た同じ障害を持つクラスメー

トとの出会いも大いに力づけ

られた。今は厳しい環境だが、

三療の資格と学院で培った知

識、技能を基として、必ず社会

に貢献することを確信してい

る」と答辞を読み上げた。 後

に全員の拍手で卒業生を送り

出した。 

卒業式 

４人、新たな道へ 


